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Ⅰ. ひたちなか市のまちづくり

佐和駅周辺地区整備事業とは

これからのまちづくりにおいては，高齢化や人口減少等の社会情勢の変化を踏まえ，機能的かつ効率的に
拠点を配置し，道路や公共交通のネットワークで結ぶ「コンパクト・プラス・ネットワーク」型の都市構造
を確立していくため，市内４つの「都市拠点」を中心に都市基盤整備や都市機能の集約・誘導を進めていく
必要があります。
都市拠点のひとつ佐和駅周辺地区では，第３次総合計画に定める目指すべき将来都市像の実現のため，「や
すらぎと潤いにあふれ快適に暮らせるまちづくり」に向けた取り組みの一環として，都市基盤の整備・再編
を重点的に進めることとしました。

佐和駅周辺の交通結節機能と拠点形成
機能を高めるため，国の補助事業である
都市再生整備計画事業※や街路事業等を
活用し，佐和駅東西自由通路の整備と駅
舎の橋上化をはじめとする駅周辺の都市
基盤について，佐和駅東土地区画整理事
業と連携しながら，一体的に整備・再編
することで，地域が抱える課題への対応
を目指しました。

※�地域の特性を活かした個性あふれるまちづくりに対して
総合的な支援を行う補助事業

４つの都市拠点図

佐和駅周辺地区

� 多様な都市機能のさらなる充実
� 官民連携による心地よく過ごせ
る魅力的なエリアづくり

� 新中央図書館の整備

� 那珂湊漁港周辺の観光機能
の充実

� 津波や洪水に対する防災対
策と居住環境の改善

� 観光交流拠点としての国営
ひたち海浜公園の整備促進

� ひたちなか海浜鉄道湊線の
延伸

� 常陸那珂工業団地の拡張及
び茨城港常陸那珂港区の整
備促進

中心市街地（勝田駅周辺地区）

ひたちなか地区

那珂湊地区

駅周辺の交通結節機
能等の強化
良好な居住環境を備
えた市街地の形成

�

�
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Ⅱ. 佐和駅周辺地区の５つの課題

⑤ 安全・安心なまちなみの形成
●良好な居住環境を備えた市街地を形成するための土地区画整理事業による基盤整備
●歩行空間のバリアフリー化の推進

① 鉄道による地域の分断 ② 駅前広場の混雑
●市民の日常的な移動の制限
●コミュニティ活動低下の懸念

●�朝夕の通勤・通学時間帯における西口広場の
日常的な混雑

整備前の佐和駅のアクセス実態

JR西側  駅利用者
約６割（4,560人/日）

JR東側  駅利用者
約４割（3,040人/日）

佐和駅利用者数
7,600人/日

※平成26年時点

▲西口広場 朝の混雑状況

③ 危険な踏切横断や生活道路の通過交通 ④ 鉄道横断部周辺の交通渋滞
●交通量が多く狭隘で歩道のない危険な踏切横断
●生活道路の抜け道利用による危険な通過交通

●鉄道横断部周辺の幹線道路における交通渋滞
●緊急輸送道路となっている幹線道路網の確立

▲狭隘な旧湊街道踏切 ▲高場陸橋の渋滞
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○事業期間　平成30年度～令和７年度
○総事業費　55.9 億円（内国費25.7 億円）
○事業一覧　

Ⅲ. 整備事業の概要

都市再生（都市再生整備計画事業・都市構造再編集中支援事業※），街路（街路事業），区画整理（土地区画整理事業）

主な事業 補助事業の種類 事業費 ページ
Ⅲ-１ 佐和駅東西自由通路・新駅舎整備事業 都市再生，街路 24.2億円 P.  6

Ⅲ-２ 駅前広場整備事業 都市再生，区画整理 6.4億円 P.  8

Ⅲ-３ 自転車駐車場整備事業 都市再生 2.4億円 P.10

Ⅲ-４ 駅周辺アクセス道路整備事業 都市再生 2.1億円 P.11

Ⅲ-５ 高場陸橋（東中根高場線）４車線化事業 都市再生，街路 20.3億円 P.12

Ⅲ-６ 歩行者空間バリアフリー化事業 都市再生 0.5億円 P.14

Ⅲ-７ 佐和駅東土地区画整理事業 区画整理 事業進行中 P.14

Ⅲ-5 高場陸橋４車線化

【凡例】

佐和駅東土地区画整理事業

都市再生整備計画の区域

※都市機能や住環境の向上に資する公共公益施設の誘導・整備等に対して集中的な支援を行う補助事業

Ⅲ-7 （都）高場高野線

Ⅲ-４ 市道佐野地区563号線整備

P.5

Ⅲ-7 （都）佐和停車場高野線

Ⅲ-６ 歩行者空間バリアフリー化

0 300m

（都）佐和停車場稲田線

（
都
）勝
田
停
車
場
佐
和
線

（都）東中根高場線

（
都
）勝
田
佐
野
線

至 東海駅

至 勝田駅
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至 東海駅

老人福祉

（都）佐和停車場高野線

（
都
）
勝
田
停
車
場
佐
和
線

（都）佐和停車場稲田線

県
道
 瓜
連
馬
渡
線

センター

線

湊街道
踏切

至 勝田駅

Ⅲ-２ 西口広場整備

Ⅲ-２ 東口広場整備

Ⅲ-４ 東口南アクセス道路整備
（市道佐野地区690号線）

Ⅲ-３ 東口南自転車駐車場整備

Ⅲ-３ 西口自転車駐車場整備

Ⅲ-３ 東口北自転車駐車場整備

Ⅲ-４ 東口北アクセス道路整備
及び横断歩道設置

西口

東口

0 50m

Ⅲ-１ 佐和駅東西自由通路
・新駅舎整備

佐
野
図
書
館

（
都
）
高
場
高
野
線
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昔から親しまれてきた佐和駅を橋上化しました。
地域のシンボルに相応しい存在感のある外観と，
佐和の「和」に因んだ和みを感じる明るい雰囲気
の内観のほか，地名の由来である「沢」の流れを
施設デザインに取り入れるなど，新しい地域の拠
点として生まれ変わりました。

まちと人がつながる。

生まれ変わった佐和駅。

Ⅲ-１. 佐和駅東西自由通路・新駅舎整備事業

東西自由通路（延長約 80m，幅員 4ｍ）
　エレベーター　　東口・西口各１基（定員 17人）
　公衆トイレ　　　東口・西口各１か所（多機能トイレ含む）

新駅舎（約 590㎡）
　構内エレベーター　上り下りホーム各１基（定員 11人）
　構内トイレ　　　　１か所（多機能トイレ含む）

平面図 詳細はこちら ▶
▲整備前の佐和駅

▲西口側外観（夜間）

▲改札前待合スペース

▲東口側外観（夜間）

▲西口側階段

▲東口側エレベーター

▲駅構内通路

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成課題
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事業効果

新型コロナウイルス感染症の流行による移動
制限の影響で，佐和駅の乗降客数は，一時的に
減少したものの，駅舎整備後は上昇傾向となっ
ています。

東西に分断していた地域が自由通路でつながり，駅への速達
性・アクセス性の向上が図られました。

存在感のある大屋根 和みを感じ，沢の流れを表現した壁面

▲西口側外観

乗降客数の増加 短縮された駅へのアクセス時間

2.6km
10分

0.5km
1分

99分短縮

佐野
図書館

佐野
図書館

旧駅舎
（西口）

新駅舎
（東口）

sawaeki7,860 7,810 

6,460 6,510 
7,000 

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

H28 H30 R2 R4 R6

新型
コロナ

（人）

佐和駅乗降客数

7



Ⅲ-２. 駅前広場整備事業

利便性と安全性の向上，地域の拠点性を相乗的に高める取組
として，新しい駅の整備に合わせ，東口広場の整備や西口広場
の改修を行いました。また，東西それぞれの駅前広場に「交流
広場」を設けることで，駅利用者や地域の方が憩い集うことの
できる交流空間を確保しました。

「交通広場」に「交流広場」を。

「駅」と「広場」が呼応する空間に。

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成

コンセプト概念図

佐和駅西口広場

▲ロータリー出入口の集約など交通安全に配慮し改修を行った西口広場

•面積	 約4,000㎡
•市営駐車場 	 16台（内障害者用１台）
•雨よけシェルター	 延長80m
•一般車一時乗降場	 7台（内障害者用１台）
•バス停留所	 ２台
•タクシー停留所	 ２台
•交流広場 	 １か所

課題
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事業効果

▲西口交流広場 ▲東口交流広場 ▲障害者乗降場と
　雨よけシェルター

▲分かりやすい誘導案内

駅前広場の利用者数

東口広場の開設に伴い，西口広場に集中していた駅利
用者が分散し，ロータリーの混雑が緩和しました。
また，東口広場では，勝田第二工業団地への企業バス

の新たな乗り入れが開始されています。

駅前広場の混雑緩和

6,460 
4,854 

2,146 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

整備前（R2） 整備後（R7）

西口 東口
（人）

西口広場
2255％減少

佐和駅東口広場

▲東口開設に伴い新たに整備した東口広場

•面積	 約6,000㎡
•市営駐車場	 17台（内障害者用２台）
•雨よけシェルター	 延長100m
•一般車一時乗降場	 ９台（内障害者用１台）
•バス停留所	 ２台
•タクシー停留所	 ２台
•交流広場	 １か所
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事業効果

Ⅲ-３. 自転車駐車場整備事業

自転車による駅利用者が安全に駅へアクセスできるよう，東口に新たに自転車駐車場を整備しました。
また，さらなる利便性向上のため，西口の自転車駐車場についても屋根付きの施設に改修しました。

近くて使いやすい「駅」を目指して。

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成課題

▲西口自転車駐車場（手前，600台）と東口北自転車駐車場（右奥，240台）

▲案内看板と西口自転車駐車場

▲東口南自転車駐車場（140台）

▲西口自転車駐車場の自転車走行レーン

歩行者と自転車が交錯しないよ
う，舗装の模様や矢羽根などで自
転車走行レーンを明確にしました。

歩行者の安全性向上

３か所980台の自転車駐車場を
整備したことで，駅前の放置自転
車がなくなりました。

放置自転車の解消

▲西口整備前の放置自転車
（H29）

放置自転車

00台台

屋根付きの自転車駐車場を整備し
たことで，利便性の高まりから自転
車での駅利用者が増加しました。

自転車駐車場利用者 ６％増加

１日あたりの平均
自転車駐車場利用台数

607
388 389

222 218

36

0

200

400

600

800

整備前
（R5.4）

整備中
（R6.4）

整備後
（R7.4）

西口 東口北 東口南

（台）

東西に
分散
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事業効果

Ⅲ-４. 駅周辺アクセス道路整備事業

狭隘な踏切や見通しの悪い生活道路を通らず，安全に駅へアクセスできるよう，新たな道路や横断歩道
を整備しました。

人も車も自転車も、安心できる道をつくりました。

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成課題

▲車両スピード抑制のため狭窄（きょうさく）を設けた
市道佐野地区 563号線（延長 67ｍ，幅員６ｍ）

▲湊街道踏切東側の横断歩道

▲新設した東口南アクセス道路
（市道佐野地区690号線，延長205m，幅員５～６ｍ）

東口アクセス道路の整備と高場陸橋の 4車線化によ
り，渋滞を避け，生活道路を抜け道利用していた自動
車が減り，踏切の通過交通量が 47％減少しました。

踏切横断自動車交通量 47％減少

朝ピーク時（７～８時）踏切交通量（自動車）

195

365

139

263

0 200 400 600 800

整備後
（R7）

整備前
（R4）

旧湊街道踏切 大綱踏切

628台

（台）

334台

東口の開設と駅周辺の市道整備により，線路を渡
ることなく東口へのアクセスが可能になったことで，
踏切の歩行者・自転車交通量が 46％減少しました。

踏切を渡る歩行者等 46％減少

朝ピーク時（７～ 8時）踏切交通量（歩行者・自転車）

82

144

83

169

12

16

0 100 200 300 400

整備後
（R7）

整備前
（R4）

旧湊街道踏切 大綱踏切 湊街道踏切 （人）

177人

329人
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Ⅲ-５. 高場陸橋（東中根高場線）４車線化事業

■合流区間を暫定３車線化　
高場十字路交差点から東側の４車
線から２車線にシフトする区間にお
いて，円滑な合流や，合流時の交通
渋滞の抑制のため，「暫定３車線化」
を行いました。 ▲暫定 3車線化区間

▲高場陸橋（西から望む）

全延長 470 ｍ，全幅員 30 ｍ

完成年度 橋梁区間 幅員 車線構成

新
橋 令和６年12月 40ｍ

（１径間） 8.5ｍ ２車線

現
橋 昭和40年３月 240ｍ

（13径間） 10.0ｍ ２車線
+歩行者空間

※現橋は，橋梁の寿命を 100年以上維持することを目標とす
る「ひたちなか市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき，定期
点検の結果に応じた適切な修繕を行っていきます。

高場陸橋西交差点

JR常磐線

現橋
高場十字路交差点

至 勝田駅至 佐和駅

新橋

抜本的な渋滞緩和と防災機能の向上に資する取り組みとして，JR常磐線を横断する高場陸橋を増設し
４車線化しました。

まちを結ぶ「高場陸橋」さらに進化。

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成課題

西側方面東側方面

西側方面東側方面

2.53.5
18m

3.0 3.52.53.0
2.01.52.01.5

1.03.5
18m

3.0 3.53.03.0
2.01.52.01.5

1.0

整備前

整備後

歩道 歩道植樹桝 植樹桝
路肩 路肩車道 車道

歩道 歩道植樹桝 植樹桝
路肩路肩 車道車道 車道
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道路の位置づけ

整
備
前

整
備
後

▲H30.5 撮影 ▲H30.5 撮影

▲R7.7 撮影 ▲R7.7 撮影

■高場陸橋西交差点■横断図 ■高場十字路交差点

都市計画道路東中根高場線
は，水戸市，那珂市と本市を
広域的につなぐ「水戸勝田環
状道路」に位置づけられてお
り，交通の円滑化や地域間の
連携強化，緊急輸送道路等の
防災機能の拡充を図るため重
要な役割を果たすことが期待
されている路線です。

現橋

現橋新橋

事業効果

▲高場十字路交差点側歩道

現橋の余剰地を活用することに
より，安全な歩行者空間を確保し
ました。

安全な歩行者空間を整備

４車線化により，交差点から派生
する渋滞長が最大 65％緩和し，周辺
交通の速達性・アクセス性が向上し
ました。

交通渋滞が 1/3 に減少

高場陸橋周辺の朝の最大渋滞長

1400
2000

500 700
0

1000

2000

3000

高場陸橋西 高場十字路

整備前（H28） 整備後（R7）

（m）

JR常磐線を横断する跨線橋の交通
量が増加しました。さらなる経済活
動の活性化が期待されます。

線路を横断する
自動車交通量の増加

JR 常磐線を横断する自動車交通量

16,298 

14,754 

9,915 

9,356 

0 10,000 20,000 30,000

整備後
（R7）

整備前
（H28）

高場陸橋 外野跨線橋
（台）

24,110

26,213

9％
増加
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123

50

51

349

245

那珂IC

水戸北ｽﾏｰﾄIC

ひたちなかIC

水戸大洗IC

勝田

佐和

水戸

赤塚
凡 例

市内
整備済

暫定２車線
未整備

那珂市
菅谷飯田線

ひたちなか市
東中根高場線

6

Ｎ

酒門町交差点

水戸市
中大野中河内線
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Ⅲ-６. 歩行者空間バリアフリー化事業
Ⅲ-７. 佐和駅東土地区画整理事業

▲基盤整備が進み住宅が建ち始めた佐和駅東土地区画整理事業地内

佐和駅の東西に存する既成市街地について，土地区画整理事業を主体に整備を進めています。西側の
佐和駅中央地区（95.6ha）は，平成27年度に事業が完了し，現在は居住者の利便性に資する商業施設
や良好な住宅地が適切に配置されるまちなみを目指し，佐和駅東地区（56.7ha）の整備を進めていると
ころです。
合わせて，「ひたちなか市交通バリアフリー基本構想」に基づき，駅や駅前広場のほか，佐和駅から
半径500ｍ圏内の歩道のバリアフリー化を進めるなど，利便性と快適性を備えた市街地の形成に努めて
います。

もっと住みやすく、もっと心地いい。

①地域の分断 ｜ ②駅前広場の混雑 ｜ ③危険な踏切横断等 ｜ ④交通渋滞 ｜ ⑤まちなみ形成課題

（都）佐和停車場高野線 （都）高場高野線 佐野図書館 東口広場

【都市計画道路佐和停車場高野線】
 •延長125m
 •幅員25ｍ

【都市計画道路高場高野線】
 •延長656ｍ
 •幅員16ｍ
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事業効果

Ⅳ. まちづくりの成果

▲佐和駅西口広場前交差点の視覚障害者誘導ブロック

▲佐和駅東口広場のイルミネーションの様子

佐和駅周辺地区では，「やすらぎと潤いにあふれ快適に
暮らせるまち」を目指して，佐和駅東西自由通路・新駅舎
整備をはじめとして，駅前広場や自転車駐車場の整備，高
場陸橋の 4車線化，土地区画整理事業による住環境整備な
ど，駅周辺の基盤整備を一体的に進めてきました。
本事業により，佐和駅周辺地区の長年の懸案事項であっ
た市街地の分断が解消され，交通結節機能や拠点形成機能
の強化が図られたことで，利便性や安全性のほか，まちの
魅力が相乗的に向上し，区域内の居住人口の増加や地価の
上昇など，エリア価値向上につながるまちづくりの効果が
早くも表れ始めています。

高齢者や子育て世代，障害者が円滑に移動できる
よう，バリアフリーに対応した歩行空間の整備が促
進されました。
※駅から半径 500ｍ圏内の歩道のバリアフリー化率

バリアフリー化率※ 43％上昇

居住人口 ３％増加

都市再生整備計画区域内の居住人口 地価公示価格（高場３丁目10番５（住宅地））

地価 ８％上昇

51.5

8.3

0 20 40 60 80 100

整備後
（R6）

整備前
（H30）

（％）

（人）

5,438 

5,515 
5,478 

5,571 5,576 

5,200

5,300

5,400

5,500

5,600

5,700

H27.4月 H30.4月 R2.4月 R4.4月 R6.4月

（円 /㎡）

38,000 

38,800 

39,600 

40,900

36,000

37,000

38,000

39,000

40,000

41,000

42,000

H31 R3 R5 R7
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Ⅴ. 整備事業の経緯

Ⅵ. 今後の展望

▲東西自由通路に展示している
旧駅舎の模型

▲佐和駅東西自由通路の
見学会の様子

▲４車線化した高場陸橋

今後の佐和駅周辺地区については，これまで整備を進めてきた都市基
盤を活かし，引き続き佐和駅東土地区画整理事業による住環境整備を進
めるとともに，佐和駅を中心に日常生活に必要な商業や医療等の都市機能
を適切に誘導するための取り組みを推進していくことが重要です。
これらの取り組みが奏功することで，地域の活性化や生活環境の利便
性・快適性が向上し，その結果，民間投資の誘発による土地利用促進の
ほか，市民や民間事業者による賑わい創出につながる活動が生み出される
など，佐和駅を中心とする地域のさらなる発展を期待するところです。
今後とも，市民と共に次の世代に承継できるようなまちづくりを進めて

まいります。

令和７年 11月発行　ひたちなか市都市整備部都市計画課
〒 312-8501　茨城県ひたちなか市東石川２丁目 10番１号　電話　029-273-0111（代表）

ひたちなか市長
大 谷　 明

再生紙及び植物油インキを
使用しています。

明治30年２月 佐和駅開業
平成11年11月 佐和駅東土地区画整理事業事業認可
平成17年11月 高野小貫山土地区画整理事業事業完了
平成20年９月 地元７自治会より佐和駅東口開設の要望書提出（4,529名署名）
平成25年５月 西古内土地区画整理事業事業完了
平成28年１月 佐和駅中央土地区画整理事業事業完了
平成30年５月 佐和駅東西自由通路線都市計画決定
平成30年12月 佐和駅東西自由通路・新駅舎整備ＪＲ東日本水戸支社と事業合意
令和３年12月 佐和駅仮駅舎供用開始（旧駅舎解体開始）
令和５年９月 佐和駅東西自由通路・新駅舎完成

令和６年12月 佐和駅東口広場完成
高場陸橋（東中根高場線）４車線化完了

令和７年６月 佐和駅西口広場完成
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